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以上の理由に よう平均氣温は之 を示す こと困難なれば、 本表 には福岡 測候所に於け

る観測の同期間三 ケ年平均値 を引用せ り。

最高年平均氣温は 二〇 ・三六度にして最低は一〇 ・三五度 之を福岡測候所 の三 ケ

年平均 に比す る時は其較差梢 々大 なり。

風 向は頻度 より見 る時は東風最 も多 く南東風之に亜 ぐ。 静隠iなる天候にあbて は

海洋の影響 を受 くること多 く概 して夜間 より朝間に亘 りては 東寄 りの風吹 き午後は

西寄 うに鍵 る。 暴風の方向は主 として南東に 乙て昭和五年七月十入 日の麗風 は風速

實 に二十七米 な りき。 降水量は年平均千五百九十一粍 にして福岡測候所 よう百八十

入粍多量な り。

湿度は福岡 測候所 よう梢 々小 なるに も拘 らず、 蒸登量の反て大な らざ るは周園に

於け る森林及風の影響な るべし。

初霜は十 一月上旬 に見 ることあ 外 晩霜は四月下旬 に及び初雪は十二 月中旬 にし

て絡雪 は三 月上旬 なう。

(二)植 物 地 理 學 上 よ り見 た る演 習 林 の 位 置

九州は植物地理學上 より見れば本州(小 笠原諸島を除 く)、四國、九州 を包含 ず る

日本区 の南端 に位 し南部 は琉球、臺湾 区 の北端 と相接 し琉球、臺湾 の植物 に關係深

きは勿論、 遠 く南支那、 熟 帯 アジアの植物 にも密接 な る關係 あ り。北部並に北西部

は朝鮮海峡 を隔 てて満鮮区 の南端 ご相接 し、 朝鮮、 満洲、支那北部の植物 との關係

深 く、 九州西南部は支那中部、 ヒマ ラヤ方面の植物 と一脈の連鎖 あ りて植物地理學

上極めて興味多 し。

著者は一つの線 を設定 し九州 を中央 より太平洋側 と日本海側 に縦断 し夫々太平洋

側九州小匠、 日本海側九州小1副 こ分力}つを適當 と考 ふ。 本縦断線 は大分 、福岡両 縣

の境界 山脈 より肥後、 日向の 界な る九州 中央山脈 に出で薩摩牛島 より南下 し、種子

島、屋久島の東方 に出 る線な り(第一圖参照)。



第 一 圖

九 州 植 物 区 系 区 分 圖

日本海側 九州小区は満鮮要素、 支那 中部要素 を多分に包含 す ることに よう著 しき

特 色あ り。 之に反 し太平洋側九州小区は上記要素 を含む こと前者に比 し極め て少な

きものな う。

日本海側 九州小区 はその構成要素に よう更に筑豊亜小区、 肥後南部亜小層区、 屋久

種子亜小匿、封馬亜小区の四亜小琶 を区別し得 るが如し。

筑豊亜小区は福岡 縣の杢部・ 肥後の北部 ・ 佐賀縣の北部 を含 む区域 にしてカ ラス

ガ マ ズ ミ、 コ ナ ラモドキ 、 テ リハ コ ナ ラ、 コバ ノ テ ウ セ ンエ ノ キ、 カ ラ タ ニ ウ ツ ギ 、

コ シデ、 テ ウ セ ンヤ マ ツ ツ ジ、 ケ グ ン カ イ ツ ツ ジ、 マ ン シユ ウハ シ ドイ、 ホ ソ バ"マ



8

マコナ・ ヒゲママコナ、 ビメヤナギ、 エ ヒメアヤメ等満鮮分子 を多数に包含 す。

肥後南部亜小匿 は肥後南部、 天草全島、 長崎縣南東部 を包含 す る区域 にして支那

中部要素を多分に有 するを特徴 こす。代表的植物 はチクシムレスズメ、 チヤ ンチ ン

モ ドキ、 アイラ トビカヅラ、 ツク シカイ ドウ、 ギン毛クセイ、 クマガハ リンダ ウ、

カラクずハギ、チクシガヤ(筑 豊亜小区にもあ り)、 ウスユ キクチナシグサ等 にして

九州以外内地に於ては未襲見の種類な りひ

屋久種子亜小区は タカネゴヨウ、クマガハ リンダ ウの如 き支那中部要素 を有す る

も固有種極めて多 く一亜小区 として区分 す るを適當 と考ふ。

封馬亜小区 は場合に よ うては 筑豊亜小区 と一括 して考ふ ることを得 るも浦鮮分子

を更 に多数有 す るを以 て∴亜小区 と見倣 しても可な らん(九 州の植物地理學的位置 に

關す る詳細は他 の機會に登表 す る豫定な う)。

以 上 よう本演習林 を考察 するときは 日本海側九州 小区中の筑豊亜小区 に属 するを

知 る。

(三)演 習林の森林植生概説並に主要森林群叢

演習林 は 七團地 に分 か れ散在 す るを以 て各 團地 に よ うて植生 に著 し き相違 あ り。

殊 に地 質 の相違 に よる差 異 には 相當著 し きもの あ る鴬 以 て以下 各團地 に就 きて 森林

植 生 の概 況 を述 べん 。

新 建 團 地

本 團地 は比較 的永 く人爲 的掩齪 を蒙 らざ りし爲 本 演習 林 中最 も進 行 し 梢 々極 盛 相

に近 き観 あ り。 谷 間 は水分 、 光線 關 係 良好 な る爲、林 床植 物 の登 達 は極 め て良 好 に

してオ ホ バノハ チ ジヤ ウ シダ、 ク マ ワラ ビ、 ヰノ デ、 カタ ヰ ノデ、 シ ロヤ マ シダ 、

オ ホ ヒメ ワラ ビ、 シケ シタ㍉ ヒカゲ ワ ラビ、 オホ バノヰ ノモ トサ ウ、 ク リハ ラン、

バ カタ シタ㍉ ミゾ シタ㍉'フ 毛 トシタ㌔ ヤブ ソテ ツ、 シ ラガ シダ、 タニ イヌ ワラ ビ、

ヤ マイ ヌ ワラ ビ、 ホソバ"カナ ワラ ゼ、 シケチ シタ㍉ キヨタ キ シタ㍉ イハ ガ ネぜ ソマ

1、 イハ、ヘ ゴ等 の羊 歯類 最 も多 く之等 の 間 には ヒメウ2・バ ミサ ウ、 ダ ィ コ ンサ ウ、


